













ば，〈物質 － 知覚 － 意識〉あるいは〈もの － 知覚 － 自己〉において，（視）知覚を媒介にした物質
から意識への内向的作用
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（〈もの←自己〉）が同時並行的に生起しているということになる。
彼はこの〈物質 － 知覚 － 意識〉を空間
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n e u r a l   c o r r e l a t e s   o f   c o n s c i o u s
識に相関した脳活動（NCC）」であるニューロン
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に気づくこと




















































































































































































4 4 4 4
の生成と，「アイ
ロニー（反語・反説）」としての言い換え






















































































































る 35。あるいは，自己を拡縮，変義するショット 2）は，ショット 1）
についての付加的な視に他ならず，1）の自己のあり方を展開し，自
己をさらに説明する自己である「高
























































4 4 4 4 4
であり
またそのような変様の観念
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